
卒業研究

■研究題目

天然染料 の染着性 に関す る研究

―刈安の染着性―

1 緒言

生活をデザインする上で色を除いて考える

ことはできない。私たちの周 りにあるすべて

ものが色を持っている。

昔か ら人々は染料を用い繊維を染色する技

法を生み出してきた。染料は天然染料と合成

染料 とがあり、合成染料が主流になった今 日

でも、天然染料の持つ色の美しさは人工合成

品では表現できないものがあり、工芸染色用

として根強い需要がある。しかし一方で、天

然染料による染色については堅年度の問題

や、何度も染め重ねをしなくてはならなかっ

た り、色の再現が難しいなどの難点がある。

染着の機構についても一部を除きほとんど解

明されていない。その数ある天然染料の中で

も滋賀県と関連の深い刈安に着目した。

刈安の中でも滋賀県の、伊吹産のものをと

くに伊吹刈安と呼び、7世紀初期頃から広 く

知 られていた。・ :刈
安に含 まれている主要

成分色素はアン トラキノンとルテオリンでど

ちらもフラボン類であり、刈安の中にはルテ

オリンの 7配 当体 として含まれているが、両

者 の割合はわか つていない。'2ま た 染着

や媒染の詳細についても解明されていない。

そ こで、本研究では天然染料、刈安による

染色の伝統的手法を見直すために定量的手法

を用い、染着な らびに媒染機構の解明を試み

るものである。

2 材料と方法

21 染料
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色素の抽出材料としては染色用 として市販

されている刈安 (田 中直染料店)を 用いた。

刈安を細かく切断した後、ビーカーに入れ、lo

倍量のイオン交換蒸留水を加え、電熱器にか

け、1時間抽出したあと、吸弓|ろ 過 し、40倍

量、または、lo倍 量に薄めた ものを実験に

用いた。

染 色 用 と して は 、 ろ液 を凍 結 乾 燥 機

(EYELA tt FD l)で 53時 間凍結乾燥 して得

た粉末を、さらに乳鉢です りつぶ して用いた。

粉末はデンケーターに入れて保管 し 実験に

用いた。

22 試料

刈安の様 々な試料への吸着 を調べるため

に、天然繊維と合成繊維の中か ら綿、麻、絹、

羊毛、アセテー ト、ナイロン、テ トロン、カ

シミロン、レーヨンの 9種類を選択した。す

べて中尾フイルター製染色用試験布を使用し

た。9種類の試料をステンレス製のビーカー

に入れ、イオン交換蒸留水で約 1時間煮沸洗

浄 し、その後、イオン交換蒸留水で十分水洗

した後、絶乾 したものを用いた。

3 実験と考察

3 1 刈安の吸収スペクトル

抽出ろ液を紫外可視分光光度計 (日 本分光

株式会社 V650型 )を 用いて吸収スペク ト

ルを測定し、その結果を図 1に 示 した。

26811mと 333nmに 吸収の山をもっているこ

とが分かる。紫外部に吸収が見 られるのは、
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天然染料の特徴である。

32 ろ液の放置時間による変化

ろ液を 1～ 222時 間放置後の吸収スペク ト

ルを測定し、333nmで の変化の割合を求め、

その結果を図 2に 示 した。

rimc(11,)

変化の割合は 次のように求めた。

変化の割合=(処 理前の吸光度―処理後の吸

光度)/処 理前の吸光度 X lllll(%)

10時 F・1後 か ら少 しずつ変化 している。そ

のため ろ液を用いた染色では変化のみられ

ない lo時 間以内に行うのが望ましいと言え

る.

33 抽出回数によるろ液の変化

染料を 1時 間抽出し、吸収スペク トルを測

定し 残った染料に再びイオン交換蒸留水を

加え、同じ様に 1時 間抽出した後、ろ過 して

ろ液を得る。 この方法で 3回、4回 .5回 と

繰 り返す。それぞれの吸収スペク トルを測定

し,重ねて表示したものが図 3である。

Wavdeい Olhln耐

図ぅ l111111よによう崚収スベクトルの贅セ

これを見ると 1回 日と 2回 目では大きな

差があるが、差は抽出回数が増えるにしたが

つて小さくなっている.ま た吸収スペク トル

の形には大きな差は見られない。

濃色に染色するには 1回 目抽出液が適して

いるが、5回 目抽出液でも十分に染色するこ

とができることがわかった。

34 浴pHによるろ液の変イヒ

01M BufFeFの 緩衝溶液を用いて、ろ液の

pHを 2,4,6,8,10,12 に調整 し色素の吸収

スペク トルをそれぞれ測定 し、その結果を

図 4に 示した。

PH2か ら pH6の間は吸収のある場所はほぼ

同じで、山の高さが少しずつ低くなっている。

これは色が同じで、濃さが違 う事を表 してい

る。,H8,PH10で は可視部に吸収があり、よ

りはっきりと色としてあらわれていることが

分かる。PH12に おいては、はっきりとした

山がな く吸収が長波長側 5110nm付 近にも山

が見られた。
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3S AIを 加えた場合の,Hに よる変化

pH2、 4、 6、 8,10.12の 0 1M Bufferの 援

衡溶液にろ液を混合 した溶液 10mlに 酢酸ア

ルミニウムの o2%水溶液 を lml加 え、吸収

スペク トル (図 5:っ H6)を Jll定 した。

36 刈安による綿布の簗色におよぼす業浴

pHの 影響

染料濃度 0384,pH4.6.8 浴比 in200,

温度 50℃ で 1時 間染色した後、o2%の 酢酸

アルミユウム水溶液 浴比 1:6011(50ml)常

温 (23℃ )で 30分間媒染し、十分に乾燥さ

せたものを 多光源分光測色計 (ス ガ試験機

株式会社製, Msc IS 2DH)で lnl色 し 380n冊

における分光データを出し それをもとに

対s値・3を
求めた。

K/S・ (1_Rλ 〉/2R λ

K/s=(1_Rλ )/2R λ‐(1‐
=λ

)/2F λ

Rえ :波 長λにおける染色布0反 射率

R:Y値 ′loo

rλ :波 長 rに おける未染色布の反射率

λ:染 色布の最大反射率を示す波長 〈最大吸

収波長 )

染浴 PH4、 6、 8に おける木綿染色布の色

濃度 KIS値 を図 6に 示した.

WavelenOい lnml

pH2.8、 10、 12の 場合は吸収の山の形に

あまり変化がなく、高さが少 しずれただけだ

つたが、pH6で は長波長●1に 吸収を持つよう

になっている。pH4の 場合も同じである.つ

まり刈安の染色の場合は、口H4～ 6付 近でし

か効果がないと言える。アルミニウムで同浴

媒染する場合は染浴の PHを 4～ 6に近づけ

てから染色すると媒染の効果が高いことがわ

かった。

pHが 高くなるにつれて ●s値が小さくな

っている。刈安は弱酸性城で染めるとより鮮

やかに染まることが分かった。また、K/S値

と染浴 pHは ,H4～ PH8の 間ではほぼ比例

関係があった。

3フ  染色速度の測定(綿 布 )

染色澱度 04g/1、 pH6、 浴比 i■200 1～ 24

時間綿布を染色した。その後 ol%の 酢酸

アル ミユウム水溶液 (浴 比 16∞)で 後媒染
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し、染色布を ●S値 を出し図 7に 示した。

ほぼ一定の割合で 約s値が増加 している

が、だんだん染料の吸着■のII加 はゆるやか

になっている。このことより ある一定の増

加の時間 (一 昼夜)以 上の染色は効果が少な

いと言える。

K/S値 は高くなるが、フ0℃ になると両方 ●S

値が低くなる。普通、短時間での染色の場合

では、高lllで 染色するほうがよく染まるが

刈安においては 50℃ 前後が最も染色に適

していると言えるだろう.

39 各種繊維による簗色

9種 類の試料を染浴濃度 048/1,pH6,50℃ で

1時 rpl染色後、アルミニウムの ol%水 溶液

を用い、常温で 30分 F・3媒染 し、染色布の K/S

値を求めた。その結果を図 9に 示 した。

上位は、ナイロン 羊毛モスリン 絹、ス

フモスリン (レ ーヨン)で ある。

つまり刈安は、ポリアミド系の繊維によく

染着 し セルロース系の繊llFに はある程度染

着するが、疎水性合成繊Flt(ポ リエステル )

にはほとんど染着 しなかった。今まで天然染

料は主に天然繊維 の染色に用 いられてきた

が 半合成繊維や、合成繊維の染色にも繊 lll

を選べば 充分用いることができると考えら

れる。

TimC(hr)

38 木綿の染色における染浴温度と ,Hの

影響

染浴を pH4と ,H6に したときの染浴の温

度を常温 (23℃ )、 50℃ 、70℃ と条件を変

えて 1時 間染色し,01%の 酢酸アルミユウ

ム水溶液につけ 30分 間媒染した染色布を測

色し、そこか らやS値 を求めた。その結果を

図 8に 示 した。
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との温度でも pH6で染色するほうが ,H4

で染色するよ り、約S値が高い。また常温か

ら 50℃ では ,H4の 場合でも PH6の 場合でも


